
14

【第1章　ナビゲート】

１　不登校の要因別タイプ分け

　不登校への対応をする際、今後のかかわりに見通しと根拠を与え
るためには、見立てが重要です。見立てを行うには、必要な情報を
集め、情報の意味を読み取ることが必要です。ここでは、集めた情
報から今後のかかわりを進めるために、不登校を３つの要因、２つ
の視点に分類し、タイプ別にとらえる方法を紹介します。

　不登校は複数の要因が重なっていることが多いのですが、それら
の主な要因を大きく３つに分けて考えてみます。

　感受性の強さやこだわり、あるいは不安緊張をもっている場合で
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す。子ども自身が敏感すぎる心や強い不安をもっていて、次第に集
団生活になじめなくなる場合と、思春期の特性である自我の確立に
鋭く立ち向かっていて、自己への不安や体制・権威に対する反発か
ら急激に葛藤状態になる場合があります。
　不適応状態になったときには、カウンセリングあるいは心理治療
的な対応が必要になります。

　本人はある程度以上のレベルで学校生活を送る力はあるけれど、
外在的な出来事や丁寧な支援が欠けると不適応になるケースです。
学校生活における問題、特に「学習」と「対人関係」でのつまずき
や挫折があった場合です。
　この場合には問題解決的・教育支援的な対応が必要になります。

　本人よりも家庭に精神的あるいは経済的な課題がある場合です。
家庭生活の負因が大きかったり、家庭生活そのものが成り立たない
ために不登校になる場合です。
　本人よりも保護者に精神的あるいは経済的支援が必要で、福祉的
な支援制度の利用が有効な場合もあります。

　不登校の状態を見立て、その後の対応、特に学校復帰や社会的自
立へ向けての長期的な展望をもつためには、不登校がどのように始
まり、どう進行したかという視点からの情報が必要となります。
　ある時期から急激に変化した場合を「急性型」、小学校入学の頃か
ら年単位で進んできた場合を「慢性型」と名付けました。

　それまで特に不適応もなく過ごしてきた子が、何かの出来事をき
っかけとして急激に不適応状態に陥り、不登校になるのが「急性型」



16

です。「きっかけ」に出会わなければ不登校にならなかった可能性が
高く、本人の外側に起因があると考えられます。
　急激なダメージによってエネルギーが低下しているので、とりあ
えずの休養が必要です。その間に、状況を把握し対応を考えます。
対応には、問題解決的・環境調整的な視点が必要になります。本来
的には学習や対人関係の力をもっているので、初期の対応を適切に
行い、関係をこじらせなければ回復も急速に進みます。

　日頃から休みがちで、特に大きなきっかけが見当たらないのに休
みが続くようになり、気がついたら不登校状態になっていたという
のが「慢性型」です。もともと本人の内側に要因があり、特別なき
っかけがなくても、徐々に不適応になる可能性が大きいケースです。
　事態は長期的に進行してきているので、休養をとってもすぐには
改善に結びつきません。むしろ現状を維持しつつ、少しずつ向上し
ていくような継続的なかかわりが必要です。

　３つの要因（心理的・教育的・福祉的）と２つの視点（急性型・
慢性型）を組み合わせると、次のような６つのタイプになります。

　不登校のタイプを見立てることで、適切な対応につなげていくこ
とが重要になります。タイプを見立てるために「不登校のタイプ分
けチェックリスト」があります（資料１-１）。「○」や「△」が多く
ついたところが、該当するタイプになります。
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